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Practical English

国際水準の英語によるコミュニケーション能力を身に付ける

Practical English の目的は、大学における知的活動を英語によって行えるレベルのコミュニ

ケーション能力を身に付け、それぞれの専門分野を学んでいくためのスターティングポイント

に立つことにあります。授業は、4つの基本的なスキル（読む・書く・話す・聞く）を使いながら

すべて英語で進められ、英語を使うこと、英語で考えること、英語で学ぶことを修得します。

到達度を客観的な基準（TOEFL-ITP）で測り、500点相当を最低達成水準として設定してい

る他、単位の修得には、授業への８割以上の出席も求められます。授業カリキュラムの作成と

運営、個別カウンセリング等をはじめ、さまざまな学生のサポートは Practical English 

Centerが行います。

教養ゼミ
徹底的に「考える力」を体得する

教養ゼミの目的は、「考えをカタチにする力」を

身に付けてもらうこと。なぜなら、大学では自らの

疑問から「問い」を設定し、それを考察・研究して

いくことが求められるからです。そのためにまず、

さまざまな考え方があり、ひとつの事柄についても

いろいろな角度から捉えられることを理解しても

らいます。そして、信頼性のあるデータを集め、

専門的な知識に基づいて核心に迫り、自分の考え

を発表する力を育成します。教養ゼミでは少人数

制教育のもと、専門の異なる教員2名と学部の

異なる学生でクラスを形成し、自由に、活発に議

論を交わすことができる環境を整えています。

Practical Englishで到達したTOEFL-ITP 500
点という水準は、あくまでもスタート地点です。
Advanced Practical  Englishでは、このスタート
地点に立った学生が、留学や国際協力といったさま
ざまな活動を本格的に行うことができる力を身に付
けられるよう、レベル別、目的別のクラスを用意して
います。また、YCUで提供している学生海外派遣
プログラムとも連携し、TOEFL-iBT,IELTS等
の受験や、英語圏の大学学部レベルの授業に必
要なスキルの養成にも対応。英語を使って世界
に羽ばたく学生をサポートします。

PEクリアは、
ゴールではなくスタート

Advanced Practical English

共通教養3つの科目群
01 YCUの共通教養

Pick up 科目
01 YCUの共通教養

★　必修科目

ゼミ
★    教養ゼミ
★   基礎ゼミ（国際教養学部・国際商学部・理学部のみ必修）

語学
★   Practical English         
●   Essential Practical English

●   Advanced Practical EnglishⅠ～Ⅶ
●    看護英語

情報コミュニケーション
★    情報コミュニケーション入門　    　  ●   プログラミング基礎　　      ●   マルチメディア表現基礎　　     ●   情報検索基礎　　     ●   データ分析基礎

■ 技法の修得科目群

※国際教養学部 教養学系のみ必修

※留学生・帰国生対象

初習外国語 Practical English合格者対象の科目です。中国語、韓国・朝鮮語、ドイツ語、フランス語、スペイン語があります。

●   ドイツ語教養基礎Ⅰ
●   ドイツ語教養基礎Ⅱ
●   ドイツ語教養実践
●   フランス語教養基礎Ⅰ

●   フランス語教養基礎Ⅱ
●   フランス語教養実践
●   中国語教養基礎Ⅰ
●   中国語教養基礎Ⅱ

●   中国語教養実践Ａ
●   中国語教養実践Ｂ
●   中国語教養実践Ｃ
●   韓国・朝鮮語教養基礎Ⅰ

●   韓国・朝鮮語教養基礎Ⅱ
●   韓国・朝鮮語教養実践Ａ
●   韓国・朝鮮語教養実践Ｂ
●   韓国・朝鮮語教養実践Ｃ

●  スペイン語教養基礎Ⅰ
●  スペイン語教養基礎Ⅱ
●  スペイン語教養実践

●   日本語入門Ⅰ
●   日本語入門Ⅱ
●   日本語Ⅰ

●   日本語Ⅱ
●   日本語Ⅲ

●   日本語実践
     文章表現A
     文章表現B

     文章表現C
     口頭表現A
     口頭表現B

     口頭表現C
     アカデミックジャパニーズA
     アカデミックジャパニーズB

     留学生のキャリアデザインA
     留学生のキャリアデザインB

※ データサイエンス学部、医学部の学生が履修する共通教養科目の科目名については、上記の科目名と一部異なるものがあります。
　 国際教養学部、国際商学部、理学部の再編に伴う科目名変更によるものですので、履修する内容は、5学部共通です。

■ 問題提起科目群

実践科目 実践することで、考えるだけではわからなかった問題を理解するきっかけをつかみます。

●   キャリア形成実習
     キャリアデザイン
     インターンシップ
     横浜の産業と企業理解

●   健康スポーツ実習
     春期スポーツ種目
     秋期スポーツ種目
     ウエルネスライフ実習

●   自然体験実習
     ボードセーリング
     ヨット
     シーカヤック

●   長期海外研修
●   短期海外研修
●   福祉施設実習

多文化交流ゼミ Practical English合格者を対象に、英語で議論し、英語で考えを表現することを学びます。

●   現代アジア・太平洋地域事情
●   横浜のなかにある外国人コミュニティー

●   外国人の日本研究
●   世界で報道される日本

●   Comparing Education in the World
●   Japan from Foreigner's View

●   Global Communications

総合講義 特定のテーマについて、さまざまな講師を招いて話を聞き、現状や問題点を多面的に学ぶ授業です。

●  国際関係論
●   環境論入門
●   まちづくり学入門 

●   連携特別講座
  「国際協力の実践と課題」
●  企業家に学ぶ

●  生命科学と環境
●  医療と社会
●  Education in the World

●  現代社会とジェンダー
●  鎌倉・金沢を知る
●  横浜学事始

●  多文化社会を考える
●  データサイエンス入門
●  国際マネジメント

●  物質と生命

●   特別講座
     留学科目・共通教養Ａ
     留学科目・共通教養Ｂ
     留学科目・共通教養C
     留学科目・共通教養D

基礎科学講義 専門への接続科目

■ 専門との連携科目群

●   心理学入門
●   文化研究入門
●   思想研究入門
●   文学研究入門
●   健康スポーツ科学入門
●   倫理学入門
●   歴史学入門
●   世界史概説
●   社会学入門
●   国際社会学入門
●   政治学入門
●   経営学入門Ⅰ
●   経営学入門Ⅱ
●   法学入門
●   経済学入門Ⅰ
●   経済学入門Ⅱ
●   簿記入門Ⅰ

●   簿記入門Ⅱ
●   民法入門
●   日本国憲法
●   ビジネス統計Ⅰ
●   ビジネス統計Ⅱ
●   ゲーム理論入門
●   経営管理論
●   微分と積分
●   微分と積分演習
●   行列とベクトル
●   行列とベクトル演習
●   物理学概説Ａ
●   物理学基礎演習Ａ
●   物理学概説Ｂ
●   物理学基礎演習Ｂ
●   化学概説Ａ
●   化学概説Ｂ

●   化学概説Ｃ
●   生物学概説Ａ
●   生物学概説Ｂ
●   生物学概説Ｃ
●   基礎物理学実験
●   基礎化学実験
●   基礎生物学実験
●   統計と確率
●   データ解析入門
●   科学の倫理学
●   英米文化理解Ａ
●   英米文化理解Ｂ
●   英語学入門Ａ
●   英語学入門Ｂ
●   イギリス文学入門
●   アメリカ文学入門

●   English Grammar for Higher Education
●  Introduction to Psychology
●   Topics in Modern Psychopathology
●   欧米研究入門
●   課題探究科目
     Japanese Globalization in Comparative Context
     History of Modern Japan
     Japan Studies: Youth Cultures
     現代社会の見方
     歴史から今を知る
     企業の経済学
     ライフサイクルの経済学
     データサイエンス・リテラシー1
     データサイエンス・リテラシー2
●   心を科学する
●   病気を科学する
●   哲学入門

●   社会調査法入門
●   芸術入門
●   日本史概説
●   アジア研究入門
●   情報倫理
●   国際文化論
●   人間科学論
●   国際社会論
●   都市政策・まちづくり論
●   リメディアル講座
     基礎物理学
     基礎生物学
     医学科基礎物理学
●   特別講座地理学入門
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■ 4年間の学びのイメージ ■ Pick up 授業

1年次 2年次 3年次 4年次

学部の
特長

教養学系

都市学系

共通

領域横断

地域調査実習・海外調査実習・海外文化実習
インターンシップ実習

初習外国語

領域横断型人材育成プログラム

教養ゼミ/基礎ゼミ
Practical English Advanced Practical English

全学開放科目

共通教養科目

国際教養学部の入門科目を学び、基
礎を固める

海外留学、インターンシップ、英語で行
われる専門科目等を履修し複文化・複
言語を体験。専門を深めると同時に、
学問間の融合を図る

専門性を深めるため教養学系、都市
学系のどちらかを選択し、専門性を確
立するために4つのクラスター（科目群）
から1つを選択する

学修をさらに深化させ、4年間の集大
成として卒業論文を作成する

演習プレゼミ 卒論演習
大学院科目の早期履修

都市課題実習Ⅰ 都市課題実習Ⅱ

■ 主な科目紹介

都市課題実習

都市学系の学生が 2 年次に履修する必修科目です。横浜をはじめとして、我々
が住む日本や世界の都市は今現在多くの課題を抱えています。そのため、それ
らの都市が直面する課題を発見し、その背景や意味、構造を理解し、解決策
を提示・実行するための、さまざまな知識や知恵、能力も求められています。
本実習では都市の課題を理解する上で必要不可欠な基礎知識（環境や政策、
まちづくり等）を踏まえ、その調査・分析・考察の方法や、フィールドワークの
基礎を、各学問を専門とする複数の教員から学びます。実習は 3・4・5 限の
連続した時限で 15週にわたって行われ、個人作業によるスキル向上だけではな
く、グループでの作業や討論が頻繁に実施されます。加えて、SDGs未来都市
を宣言する横浜市の大学として、本実習を一通り受け終わると SDGsの17の目
標についての理解と調査法を身に付けることができるのも特徴です。

イスラーム地域史

今このような世界に我々はなぜ生きているのか、中東等イスラーム世界で民主化
が進まず不安定な状態が続くのはなぜか、歴史学・社会学・国際関係論の方
法で検証し、多様な視点を養います。イスラーム地域史 Aは近現代史、イスラー
ム地域史 Bは前近代史を扱い、中東・北アフリカとその隣接地域の「アラブ・テュ
ルク（トルコ）・ペルシャ（イラン）社会」に関し考察します。イスラーム地域史
A では、近代以降の帝国主義・第一次世界大戦・パレスティナ問題が不安
定の根源となり、冷戦期の米ソ対立がムジャーヒディーンを生み出し、9.11 後の
イラク戦争がテロや紛争を増加させた経緯を学修します。イスラーム地域史 B で
は、古代地中海・オリエント文明の影響を受け誕生し、長期間の繁栄が前近
代まで続いたイスラーム世界の歴史について「西方イスラーム世界（アラブ文化
圏）」と「東方イスラーム世界（ペルシャ・テュルク文化圏）」を比較しつつ学びます。

■ 国際教養学部専門科目・全学開放科目一覧

都市計画論
都市解析
地域活性化論
都市と暮らし
比較社会システム論
行政法Ⅰ
行政法Ⅱ
住環境計画論
地球環境政策論
地方自治論
都市空間形成論
地域ＣＳＲ論
都市デザイン論
参加・協働論
都市財政論
資源循環論
都市防災計画論
不動産マネジメント論
ＣＳＲ実践論
非営利組織論
観光政策論

比較地方自治
横浜の都市づくり
都市経済学
労働生活政策論
港湾都市論
環境まちづくり論
文化政策論
地域保健医療福祉論
労働経済学
環境経済学
資源経済学
環境ＩＳＯ論
品質ＩＳＯ論
日本の都市計画と都市開発
都市課題実習Ⅰ
都市課題実習Ⅱ
地域課題実習
海外都市課題実習
インターンシップ実習
キャンパス起業体験実習

医療イノベーション経営管理論
サービス・ビジネス論Ⅰ
サービス・ビジネス論Ⅱ
公会計論
起業家人材論
起業プランニング論
医療経営論
Global Business Administration
Global Business Strategy
Global Organization Theory
Japanese Industry
Japanese Economy

Global Leadership
Global Service Management
Global Human Resource Development
Introductory Accounting Ⅰ
Introductory Accounting Ⅱ
Intermediate Accounting
International Business
Basics of Corporate Analysis and Valuation
Global Innovation Management
Global Marketing
Advanced Topics in Economics
Introduction to IFRSs

民法・物権Ⅰ
民法・物権Ⅱ
民法・債権Ⅰ
民法・債権Ⅱ
環境法
財務諸表分析Ⅰ
財務諸表分析Ⅱ
経済統計Ⅰ
経済統計Ⅱ
経済政策Ⅰ
経済政策Ⅱ
ミクロ経済学Ⅰ

ミクロ経済学Ⅱ
マクロ経済学Ⅰ
マクロ経済学Ⅱ
国際金融論Ⅰ
国際金融論Ⅱ
金融論Ⅰ
金融論Ⅱ
計量経済学Ⅰ
計量経済学Ⅱ
経営財務論
財政学Ⅰ
財政学Ⅱ

公共経済学
コーポレート・ファイナンス
代数学
統計の数理Ⅰ
統計の数理Ⅱ
調査設計論
多変量データ解析
統計モデリングⅠ
統計モデリングⅡ
応用統計学Ⅰ
応用統計学Ⅱ
データマイニング

機械学習
データ可視化法
ビッグデータ解析
計算機統計学
計算機概論
情報理論
アルゴリズム論
数値解析
最適化理論
並列分散処理
臨床研究・疫学入門Ⅰ
臨床研究・疫学入門Ⅱ

医療統計学
計量経済学モデリングＡⅠ
計量経済学モデリングＡⅡ
計量経済学モデリングＢ
金融時系列モデリング
サンプリング法
自然科学モデリング
量子計算モデリング

哲学的人間論Ａ
哲学的人間論Ｂ
現代倫理学
臨床心理学Ａ
臨床心理学Ｂ
臨床心理学Ｃ
発達心理学
現代思想
文化人類学
心理学研究法
身体運動科学
現代教育論

社会福祉論
宗教論
東洋思想
認知心理学
社会心理学
運動生理学
オルタナティブ教育論
インクルージョン論
体育学研究法
スポーツ文化論
世界の福祉
高齢社会論

専門外国語Ａ（フランス語）
専門外国語Ｂ（フランス語）

地域調査実習 海外文化実習 海外調査実習 プレゼミＡ プレゼミＢ 演習Ⅰ 演習Ⅱ 演習Ⅲ 卒論演習Ⅰ 卒論演習Ⅱ 卒業論文

専門外国語Ａ（ドイツ語）
専門外国語Ｂ（ドイツ語）

専門外国語Ａ（スペイン語）
専門外国語Ｂ（スペイン語）

専門外国語Ａ（中国語）
専門外国語Ｂ（中国語）

専門外国語Ａ（韓国・朝鮮語）
専門外国語Ｂ（韓国・朝鮮語）

アジア諸言語Ⅰ（タイ語）
アジア諸言語Ⅱ（タイ語）

アジア諸言語Ⅰ（ペルシャ語）
アジア諸言語Ⅱ（ペルシャ語）

日本文化史Ａ
日本文化史Ｂ
中国文化論Ａ
中国文化論Ｂ
東南アジア史
アメリカ文学Ａ
アメリカ文学Ｂ
イギリス文化論
フランス語文学
ドイツ文化論Ａ
ドイツ文化論Ｂ
言語学
アングロ・
アメリカ文芸批評論
イギリス文学Ａ
イギリス文学Ｂ
フランス文化論
応用言語論
日本語文学
日本思想史
日本古典文化論
イスラーム地域史Ａ
イスラーム地域史Ｂ

アメリカ文化論
表象文化論
British Literature in English
欧米の歴史
都市文化論
歴史学
現代美術論
コミュニケーション論
日本近代文化論
日本近代文学
日本古典文学
日本近現代史Ａ
日本近現代史Ｂ
Japanese Literature
 in English
東アジア史Ａ
東アジア史Ｂ
中国古典文化
中東社会・文化論
アメリカ史
American Literature 
 in English
Explication of American 
 Literary Text Ａ

Explication of American 
 Literary Text Ｂ
英米言語文化Ａ
英米言語文化Ｂ
翻訳文化論Ａ
翻訳文化論Ｂ
西洋古典学Ａ
西洋古典学Ｂ
演劇文化論
音楽文化論
映像文化論
ヨーロッパ史
社会言語論Ａ
社会言語論Ｂ
理論言語学
日本メディア史
東洋文化
Elements of Fiction
European Culture 
 in English
英語構文研究
メディア英語
ロシア・東欧の文化

現代社会論
社会学
エスニシティ論
アジア地域論
国際協力論
国際開発学
グローバル政治論
国際法Ⅰ
国際法Ⅱ
メディア社会論
社会理論
東南アジア研究
東アジア社会経済論
国際移住論Ａ
国際移住論Ｂ
海洋法
多文化社会論

男女共同参画社会論
南アジア研究
中国研究
ヨーロッパ社会論
アメリカ社会論
社会開発論
市民社会論
経済地理学
グローバル公共政策論
平和構築論
家族社会学
ジェンダー論
文化社会学Ａ
文化社会学Ｂ
韓国朝鮮研究
地域開発論
国際経済社会論

日本外交論
農村振興論
国際機構論
Global Issues
芸術社会論
メディア・リテラシー論
ヨーロッパ統合論
ラテンアメリカ研究
アフリカ社会論
Japan and 
 International 
 Cooperation
Learning Global 
 Cooperation 
 in English
International Cooperation 
 in Urban Development
国際人権法

都市文化

外国語・実習・専門ゼミ

全学開放科目

社会人間

有馬 貴之 山﨑 和美

都市と暮らし

私たちの暮らしには食べる、飲む、働く、遊ぶ、
住まう等が必要です。暮らしに身近なテーマを取
り上げ、日本や世界ではどのようなことが都市の
問題になっているのか、そしてそれがなぜ起こる
のか、その予防や解決に必要なことは何か、身
近な事例からグローバルな視点で現代の都市問
題を取り上げて暮らしとの関係から解説します。
都市学系全教員による都市を多角的に考える授
業です。

講義概要

国際協力論

途上国への開発援助は先進国政府と途上国政
府の関係で実施されるだけでなく、自治体間協
力や NGO 等の民間協力、近年は途上国に関
係するソーシャルビジネスも注目されています。ま
た中国等新興国の開発モデルへの関心が高まる
につれて世界的に国際協力の考え方が変化して
います。本講義では国際経済と国際政治の間で
変化し続ける途上国開発援助の在り方を学際的
に学んでいます。

講義概要

中国文化論

外国の言語文化を学ぶには、まず自国の言語文
化を深く理解しておく必要があります。我が国は、
東アジアの周縁に位置し、長らく中国文化の影響
を強く受けてきました。漢字漢語を抜きにしては日
本語が成り立たないように、自覚することなく我々
の血肉となっているのです。改めて中国の伝統
文化を学び、自らの言語文化を見直す機会とす
べく、我が国の古典でもある儒家と道家の代表
的古典を読んでいきます。

講義概要

フランス語文学

フランス語で書かれた文学作品を通じて、作品の
文化的・社会的背景および文学史的な位置づ
けについて学ぶと共に文学批評の技法を学びま
す。授業では作品の抜粋を邦訳で読みますが、
原文も紹介し、講義とディスカッションにより考察を
行います。課題作品を通読し、関連映像資料を
LLテープライブラリーで視聴する等の授業外学修
も行うことで、文学の魅力を自身で発見することを
目指します。

講義概要

ジェンダー論

ジェンダーは、社会的・文化的に形成される性
別を指し、多義的な概念です。この講義では、
性別を意味するセックスとジェンダーの区別を正確
に捉え、社会にもたらす意味を考察していきます。
さらに、現代日本社会で起きるジェンダー問題を
取り上げ、構造を理解すると共に、社会に存在
するジェンダー、セクシュアリティに関する現状を
把握する力、問題の在処を的確に把握し、適切
に対処できる力を身に付けます。

講義概要

社会言語論

My Fair Lady のように言葉遣いを矯正すること
で身分を偽るという物語があります。なぜこのよう
なことが可能なのでしょうか。言葉は無色透明で
そこにあるものではありません。社会言語論では、
誰がいつどこでどのような表現を使用するのか、
あるいはできるのか、それにはどのようなマクロ・
ミクロな要因が関連しているのかを考察します。
そして、人と社会を結びつける言葉の持つ役割を
把握することを目的としています。

講義概要

■ 専門性を深める学系とクラスター
国際教養学部は、「教養学系」と「都市学系」という２つの学系を持ち、少人
数で行われるゼミを中心にそれぞれの専門性を深めていきます。その専門性を確
立するために４つのクラスター（科目群）を設けています。学生はその中から必
ず１つのクラスターを選択し、集中的に学ぶ「専門の軸」を持ちながら、関連す

る学問領域の科目まで融合的に学修することができます。＜人間科学＞＜国際社
会＞＜国際文化＞＜都市政策とまちづくり＞の４つのクラスターを専門の軸として、
下記の専門科目における「人間」「社会」「文化」「都市」のカテゴリーから関
連する科目を履修していきます。

国際社会（教養学系）

社会学、国際関係学等

国際文化（教養学系）

文学、言語学、歴史学等

人間科学（教養学系）

哲学、身体科学、心理学等

都市政策とまちづくり（都市学系）

地域科学、都市計画学等
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哲学
三上 真司 Shinji MIKAMI 教授

社会学
渡會 知子 Tomoko WATARAI 准教授

国際経済社会論
和仁 道郎 Michiro WANI 准教授

参加・協働論
三輪 律江 Norie MIWA 准教授

日本近現代史
本宮 一男 Kazuo MOTOMIYA 教授

中東社会・文化論
山﨑 和美 准教授Kazumi YAMAZAKI

西洋史
山根 徹也 教授Tetsuya YAMANE

教育心理学
山田 剛史 教授Tsuyoshi YAMADA

国際協力論
吉田 栄一 教授Eiichi YOSHIDA

日本文化史
松本 郁代 Ikuyo MATSUMOTO 教授

■ 教員一覧 ■ 学生の声

もともと英語教員志望だったのですが、教育学だけでなく英語自体をもっと学びたいと考
え、自分の興味関心があることを自由に学べるYCUを選びました。現在はアメリカ留学や、
所属しているコミュニケーション論ゼミでの英語発話を対象とした研究を進める等、充実し
た日々を送っています。例えば、Advanced Practical Englishという授業は学生主体で行わ
れることも多く、他学部生とのディスカッションを通して英語力を高めることができました。
これらの経験を生かし、将来は英語教師として、教科書で学ぶ英語だけでなく、コミュニ
ケーションツールとしての生きた英語を子どもたちに教えていきたいです。

2年次後期の時間割の例

国際総合科学部 国際教養学系 社会関係論コース 4年

江畑  功樹 Koki Ebata　 福井県立藤島高等学校卒

コミュニケーションツールとしての
生きた英語を子どもたちに教えたい。

1時限目

2時限目

3時限目

4時限目

5時限目

月

ー

ー

ー

心理学

ー

社会言語論

言語学

英語科教育法

ー

火

教育課程研究

Elements of Fiction

日本社会史

水

イギリス文化論

Literary Criticism

木

教師論

ー

金

ー

演習Ⅱ

ーー

翻訳文化論 ー

現代倫理学

現代社会論 教育相談

穏やかな校風と、語学学修を重視し、幅広い分野の垣根を越えて総合的に学ぶことができ
るため、YCUを選択しました。中国文化論のゼミに所属し、主に中国古典や中国哲学を学ん
でいます。語学力向上を目指して、短期語学研修やフィールドワーク、ゼミでの日中交流イ
ベントへ積極的に参加しています。また、留学生会の会長も務め、さまざまな国の友人と親
しくなり、文化の違いを受容しながら交流を深めています。今後は他者の役に立てるよう
に、さらに深い知識と実践力を身に付け、多角的な視点から思考を深める訓練をしていきた
いと考えています。さらに、異文化理解を深め、新しい挑戦を大切にしたいと思っています。

2年次後期の時間割の例

国際総合科学部 国際教養学系 国際文化コース 3年

山本  真子 Mako Yamamoto　 神奈川県 私立捜真女学校高等学部卒

好奇心を広く保ちながら、友人たちと
切磋琢磨して学び合うことができる環境。

1時限目

2時限目

3時限目

4時限目

5時限目

月

ー

ー

ー

移住とアイデンティティⅠ

ー

ー

中国語中級

日本語文学

ー

火

比較文化論

演習Ⅱ

日本社会史

水

中国文化論

ー

木

Advanced Practical 
English Ⅲ

ー

金

アジア近現代史

演劇文化論

ー現代美術論

ー ー

日本文化論A

身体科学 Advanced Practical 
English Ⅲ

興味があった国際系の講義が豊富である点や、一般教養として専門の分野以外にも幅広く
学ぶことができることに魅力を感じYCUを選びました。さまざまな講義を受講しているうち
に経営の分野にも興味が出てきたので、都市の発展と経営という2つの点を同時に学べる観
光マネジメントのゼミに所属しています。また、「横浜」という国内有数の観光地で学べるこ
とにも意義を感じています。ゼミを通じて他大学との交流の機会も多くあり、大きな刺激を与
えてくれます。観光という点では、お土産文化に関心があります。横浜を代表するようなお土
産はまだ少ないと思うので、いつかプロデュースしてみたいと思っています。

2年次後期の時間割の例

国際総合科学部 国際都市学系 地域政策コース 3年

上江洲  志龍 Shiryu Uezu　 沖縄県立球陽高等学校卒

都市の発展と経営を、「横浜」という
国内有数の観光地で学ぶことができる。

1時限目

2時限目

3時限目

4時限目

5時限目

月

ミクロ経済学Ⅱ

資源経済学

ー

ー

ー

ー

国際経営論Ⅱ

社会システム入門

ー

火

高齢社会論

不動産マネジメント論
特講（寄附講座：

ファッションビジネス論）

水

演習Ⅱ

ー

木

国際社会と都市を考える

ー

金

ー

ー

ーー

ー ー

ー

マーケティング論Ⅱ 特講（寄附講座：環境経営の最先端：
グリーン購入が開く環境都市）

https://www.yokohama-cu.ac.jp/researcher/
各教員の研究内容はこちらでご覧いただけます。

臨床心理学
浮田 徹嗣 Tetsuji UKITA 准教授

地方自治
宇野 二朗 Jiro UNO 教授

都市財政論
大島 誠 Makoto OOSHIMA 准教授

中国前近代史
乙坂 智子 Tomoko OTOSAKA 教授

コミュニケーション論
佐藤 響子 Kyoko SATOH 教授

身体文化論
塩尻 智之 Tomoyuki SHIOJIRI 准教授

近代日本文学
庄司 達也 Tatsuya SHOJI 教授

都市デザイン論
鈴木 伸治 教授Nobuharu SUZUKI

社会福祉論
陳 礼美 Limei CHEN 教授

ドイツ文化論
速水 淑子 Yoshiko HAYAMI 准教授

心理学
平井 美佳 Mika HIRAI 准教授

フランス文化論
平松 尚子 Naoko HIRAMATSU 准教授

アジア地域論
小野寺 淳 Jun ONODERA 教授

国際法
瀬田 真 Makoto SETA 准教授

（2020年5月時点）

※学生の所属は、2018年度以前入学の学部・学系・コース名となっています。

地球環境政策論
靑 正澄 Masazumi AO 教授

言語学
有井 巴 Tomoe ARII 講師

観光政策論
有馬 貴之 Takayuki ARIMA 准教授

倫理学
有馬 斉 Hitoshi ARIMA 准教授

都市防災計画論
石川 永子 Eiko ISHIKAWA 准教授

英文学
岩崎 徹 Toru IWASAKI 准教授

グローバル政治論
上村 雄彦 Takehiko UEMURA 教授

中国文化論A・B
小幡 敏行 Toshiyuki OBATA 教授

東南アジア研究
柿崎 一郎 Ichiro KAKIZAKI 教授

比較社会システム論
影山 摩子弥 Makoya KAGEYAMA 教授

イギリス文化論
加藤 千博 Chihiro KATO 准教授

グローバル経済論
Kléber GHIMIRE 教授

都市解析
後藤 寛 Yutaka GOTO 准教授

不動産マネジメント論
齊藤 広子 Hiroko SAITO 教授

教育学
高橋 寛人 Hiroto TAKAHASHI 教授

多文化社会論
滝田 祥子 Sachiko TAKITA 教授

英語学
土屋 慶子 Keiko TSUCHIYA 准教授

現代社会論
角田 隆一 Ryuichi TSUNODA 准教授

エスニシティ論
坪谷 美欧子 Mioko TSUBOYA 准教授

アメリカ文学
中谷 崇 Takashi NAKATANI 准教授

都市計画論
中西 正彦 Masahiko NAKANISHI 教授
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■ 4年間の学びのイメージ ■ Pick up 授業

1年次 2年次 3年次 4年次

学部の
特長

共通

領域横断 領域横断型人材育成プログラム

教養ゼミ/基礎ゼミ

Practical English Advanced Practical English

全学開放科目

共通教養科目

国際商学部の入門科目を学び、
基礎を固める

経営と経済の応用科目からグローバ
ル企業に必要な経営管理能力や企画
立案力を学び、専門領域を深める

経営と経済の基礎理論を学び、2年
次後期から専門ゼミに所属し、専門
領域を決定する

前期には、海外留学・学外実習として、
●海外サマーセミナー参加
●海外企業インターンシップ等
積極的に海外体験を推奨する期間があります。

学修をさらに深化させ、4年間の
集大成として卒業論文を作成する

演習 卒論演習プレゼミ

英語による専門科目（応用）英語による専門科目（基礎）

サマープログラム

この講義では、海外の交流協定校を中心とした大学から招へいする学生と一緒に、
ソーシャル・イノベーションについて実践的に学びます。具体的には、少人数のグルー
プにわかれて、SDGs（持続可能な開発目標）の考え方に基づき、主にサービス
の観点から社会的課題を解決するためのビジネス・モデルを開発します。この講
義はすべて英語で行われます。参加する海外大学学生とのグループ活動を通じて、
さまざまなソーシャル・イノベーションに関する事例に触れながら、ワークショップ、フィー
ルドワーク、ディスカッションやプレゼンテーションといったアクティブ・ラーニング（能
動的学修）に取組みます。この講義に参加することで、文化の異なるメンバーと
の英語でのディスカッションに積極的に参加し、成果を出すことに貢献することがで
きるようになるためにはどうすればよいかについて体験的に学ぶことができます。

Japanese Economy

日本経済は、特に明治維新以降、驚異的に発展してきました。しかし、1990 年
代以降、景気低迷を経験する時期も多くありました。この授業では、平易な英語
を使って、①時系列でみる日本経済の歴史的変遷、②国内総生産、物価水準、
雇用、貿易、保有資産、所得分布（貧富の差）等の経済データに関する日本
と諸外国との比較、③1980年代後半における、いわゆるバブル経済が発生した
背景とその影響、④近年日本で実施されてきた経済対策の内容と評価、⑤現在の
政策課題と今後への展望等のテーマを議論します。関連する経済学の基礎理
論は必要に応じて解説します。欧米からの留学生も多く参加しており、クラスでひ
とつのテーマを解説した後、ディスカッションの時間を設けて受講者の感想や意
見、可能な場合、受講者の出身国の状況との比較を紹介してもらいます。この
授業を通じて日本の経済と社会を理解するための知識を深めることができます。

■ 国際商学部専門科目・全学開放科目一覧

国際協力論
国際開発学
グローバル政治論
国際法Ⅰ
国際法Ⅱ
海洋法
グローバル公共政策論
国際機構論
Global Issues
Learning Global Cooperation in English
International Cooperation in Urban Development
国際人権法
応用言語論
英米言語文化Ａ
英米言語文化Ｂ

翻訳文化論Ａ
翻訳文化論Ｂ
社会言語論Ａ
社会言語論Ｂ
European Culture in English
英語構文研究
都市計画論
都市解析
地域活性化論
都市と暮らし
比較社会システム論
住環境計画論
都市空間形成論
地域ＣＳＲ論
都市デザイン論

参加・協働論
都市財政論
資源循環論
都市防災計画論
不動産マネジメント論
ＣＳＲ実践論
観光政策論
横浜の都市づくり
労働生活政策論
環境まちづくり論
文化政策論
地域保健医療福祉論
日本の都市計画と都市開発
海外調査実習
専門外国語Ａ（フランス語）

専門外国語Ｂ（フランス語）
専門外国語Ａ（ドイツ語）
専門外国語Ｂ（ドイツ語）
専門外国語Ａ（スペイン語）
専門外国語Ｂ（スペイン語）
専門外国語Ａ（中国語）
専門外国語Ｂ（中国語）
専門外国語Ａ（韓国・朝鮮語）
専門外国語Ｂ（韓国・朝鮮語）
アジア諸言語Ⅰ（タイ語）
アジア諸言語Ⅱ（タイ語）
アジア諸言語Ⅰ（ペルシャ語）
アジア諸言語Ⅱ（ペルシャ語）
代数学
統計の数理Ⅰ

統計の数理Ⅱ
調査設計論
多変量データ解析
統計モデリングⅠ
統計モデリングⅡ
応用統計学Ⅰ
応用統計学Ⅱ
データマイニング
機械学習
データ可視化法
ビッグデータ解析
計算機統計学
計算機概論
情報理論
アルゴリズム論

数値解析
最適化理論
並列分散処理
臨床研究・疫学入門Ⅰ
臨床研究・疫学入門Ⅱ
医療統計学
計量経済学モデリングＡⅠ
計量経済学モデリングＡⅡ
計量経済学モデリングＢ
金融時系列モデリング
サンプリング法
自然科学モデリング
量子計算モデリング

医療イノベーション経営管理論
サービス・ビジネス論Ⅰ
サービス・ビジネス論Ⅱ
公会計論
起業家人材論
起業プランニング論
医療経営論
Global Business Administration
Global Business Strategy
Global Organization Theory
Japanese Industry
Japanese Economy
Global Leadership
Global Service Management
Global Human Resource Development
Introductory Accounting Ⅰ
Introductory Accounting Ⅱ
Intermediate Accounting
International Business
Basics of Corporate Analysis and Valuation
Global Innovation Management
Global Marketing

金融論Ⅰ
金融論Ⅱ
計量経済学Ⅰ
計量経済学Ⅱ
経営財務論
財政学Ⅰ
財政学Ⅱ
公共経済学
地方自治論
コーポレート・ファイナンス
ビジネスエコノミクス
商業簿記Ⅰ
商業簿記Ⅱ
会計学原論Ⅰ
会計学原論Ⅱ
工業簿記
経営労務
経営組織論
マーケティング論
国際経営論
原価計算論
国際会計論

経営戦略論
マーケティングリサーチ
組織行動論
人的資源管理論
企業論
経営情報論
財務諸表論
コーポレート・ガバナンス
コストマネジメント論
イノベーション・マネジメント
組織文化論
経営史
証券市場論
監査論
ベンチャービジネス論
多国籍企業論
管理会計論
企業戦略論
国際税務戦略
生産管理論
リスクマネジメント論

中小企業論
税務会計論
消費者行動論
流通ロジスティックス論
情報の経済学Ⅰ
情報の経済学Ⅱ
経済数学
国際経済学Ⅰ
国際経済学Ⅱ
ゲーム理論
公共政策
都市経済学
ファイナンス理論
契約理論
産業組織論
労働経済学
社会保障論
地理情報システム論
港湾都市論
資源経済学
環境経済学
経済成長論

景気循環論
金融システム論
公共選択論
地方財政学
会社法
租税法
ビジネス法務
手形小切手法
金融商品取引法
倒産法
サマープログラム
インターンシップ実習
企画立案型実習Ａ
企画立案型実習Ｂ
文理融合型実習Ａ
文理融合型実習Ｂ

Advanced Topics in Economics
Introduction to IFRSs
民法・物権Ⅰ
民法・物権Ⅱ
民法・債権Ⅰ
民法・債権Ⅱ
環境法
財務諸表分析Ⅰ
財務諸表分析Ⅱ
経済統計Ⅰ
経済統計Ⅱ
経済政策Ⅰ
経済政策Ⅱ
ミクロ経済学Ⅰ
ミクロ経済学Ⅱ
マクロ経済学Ⅰ
マクロ経済学Ⅱ
行政法Ⅰ
行政法Ⅱ
国際金融論Ⅰ
国際金融論Ⅱ

全学開放科目

専門科目

プレゼミＡ 演習Ⅰ 卒論演習Ⅰ 卒論演習Ⅱ 卒業論文演習Ⅲ演習Ⅱ

専門ゼミ

■ 主な科目紹介

吉永 崇史 随 清遠

海外留学・学外実習

1年次は国際商学部の入門科目を学び、2年次には経営・経済の基礎理論を
しっかりと学びます。さらに、2年次の6月中旬から9月にかけて、海外企業インター
ンシップや短期留学等、積極的に海外での体験を積める期間を設けています。
そして 2 年次後期になると専門ゼミに配属され、専門を深めていくことになりま

す。また、国際商学部では、さまざまな企業や自治体と連携した「企画提案型
実習」、医学部やデータサイエンス学部とも連携した「文理融合型実習」を設け、
アクティブラーニングによる学びで実践的なテーマに挑戦します。

■ 実践で学ぶための海外体験や実習

大学院科目の早期履修

起業プランニング論

起業の意義として、①経済の新陳代謝の活発化、
②イノベーティブな技術やビジネス・モデルの市場
投入、③経済成長の担い手となる成長力の高い
企業の誕生、等が挙げられます。この講義では、
起業に関心を持つ学生の背中を後押しするため、
ビジネスプラン作成のスキルを身に付けます。第一
線で活躍する起業家からフィードバックを得て、ビ
ジネスプランコンテストで入賞することを目指します。

講義概要

企画立案型実習A

神奈川、横浜の経営課題について、実習形式
で「課題の発見と解決」を学びます。そこで、トピッ
クに関連した、地域企業の講演、ワークショップ
やフィールドワーク等の機会を積極的に設けます。
具体的には、「基礎講義」「講演」「ワークショップ、
フィールドワーク」「グループディスカッション」を通
じて、理論と実践の融合を図ります（2021年度
のテーマは「マーケティング」）。

講義概要

Global Human 
Resource Development

本講義では世界標準のリーダーシップスキルを修
得します。世界標準のリーダーシップとは権限によ
らず，組織の目標達成のために各メンバーが主
体的に行動するスキルを指します。学術的なリー
ダーシップ開発の体系に基づいて、実践的な経
営課題のプロジェクトを通じ、他のメンバーと良好
な人間関係を築きながら、チームの成果を最大化
させるためのリーダーシップスキルを身に付けます。

講義概要

Global Service 
Management

サービス・マネジメントはサービス業、製造業を
問わず、すべての企業経営に必要な顧客価値
の継続的な創出への取組みと定義されます。本
講義は、英語によるアクティブ・ラーニングを行い、
サービス・マネジメントを体系的に理解することを
目的としています。講義では、経営学の新たな領
域として注目されるサービス・マネジメントについ
て英語による理論を中心とした講義と具体的な
ケース演習を行います。

講義概要

公共選択論

この講義では、公的な意思決定に関し考察が行
えるようになることを目指し、公共選択論あるいは
社会的選択論の文脈から政府の在り方に関して
学びます。ミクロ経済学の復習を行うと共に、市
場の失敗について改めて取り上げ、期待される
政府の役割が望ましい形で行われているか、また
望ましい形で行われるためにはどうしたらよいのか
を考えていきます。

講義概要

インターンシップ実習
（国際商）

インターンシップ実習では、経営学および経済学
を学ぶ上でヒントを得られるように、アメリカ、東・
東南アジア、オーストラリア等に所在する海外企
業の経営管理に携わる海外インターンシップや、
経営に実際に携わることが可能な特色ある医療
経営・外資系企業等のインターンシップを行いま
す。企業において現場の見学をするだけでなく、
実際に会議に参加し、データに関われるように配
慮しています。

講義概要
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■ 教員一覧 ■ 学生の声

留学や海外インターンシップ等の国際的なプログラムが多く用意されていたところに魅力
を感じ、YCUを志望しました。現在は管理会計のゼミに所属し、経営学や会計学を学んで
います。ゼミ活動では、企業の方に研究を発表しフィードバックをいただいたり、外部の大
会に出場したりしています。2年次の夏季休暇にはシンガポールでの海外インターンシップ
に参加し、会計情報や企業が持つ経営情報といった幅広いデータを用いた分析を行い、
課題や今後の戦略方針を考え、会議用の資料を作成しました。現在学んでいることが必要
とされていると知れたので、より高度な知識や考え方を身に付けていきたいです。

２年次後期の時間割の例

国際総合科学部 経営科学系 会計学コース 3年

伊藤  陸 Riku Ito　 北海道 旭川北高等学校卒

実践的な学修を深めていき、
より高度な知識や考え方を身に付けたい。

1時限目

2時限目

3時限目

4時限目

5時限目

月

ー

ー

ー

商業簿記Ⅱ

起業プランニング論
Introductory
AccountingⅡ

サービスビジネス論Ⅱ

ー

演習Ⅱ

火

流通ロジスティックス論

ー

原価計算論Ⅰ

水

経済統計Ⅱa

ー

木

ー

財務諸表分析Ⅱ

金

ー

ー

ーー

ー ー

会計学原論Ⅱ

マーケティング論Ⅱa ー

経営学コースのゼミに所属し、組織を動かす経営管理論やリーダーシップを学んでいま
す。2年次の夏にはスペインで国際ボランティアに参加し、多文化交流や芸術に親しみまし
た。その後、ゼミのフィールドワークと、3年次の夏に参加したリサイクル企業の海外インタ
ーンシップでフィリピンのセブ島を訪れ、途上国の深刻な状況に衝撃を受けました。生まれ
育った環境が原因で夢を諦めている子どもが多いことに課題を感じ、格差社会がなかなか
改善されない状況を目の当たりにしました。将来は、社会的に弱い立場にある人々も豊かに
生活できるような社会を実現するために働きたいと考えています。

3年次後期の時間割の例

国際総合科学部 経営科学系 経営学コース 4年

下郷  るん Run Shimogo　 神奈川県立希望ヶ丘高等学校卒

積み重ねた学びや経験を生かして
格差社会の改善に貢献していきたい。

1時限目

2時限目

3時限目

4時限目

5時限目

月

ー
イノベーション・
マネジメント

ー

演習Ⅳ

ー

人的資源管理Ⅱ

サービス・ビジネス論Ⅱ

ー

ー

火

ー

ー
特講（寄附講座：

ファッションビジネス戦略）

水

ー

ー

木

ー

ー

金

ー

ー

ーー

ー ー

ー

ー ー

https://www.yokohama-cu.ac.jp/researcher/
各教員の研究内容はこちらでご覧いただけます。

起業家人材論
芦澤 美智子 Michiko ASHIZAWA 准教授

ビジネスエコノミクス
岩佐 朋子 Tomoko IWASA 准教授

民法・物権
大澤 正俊 Masatoshi OSAWA 教授

国際経済学
太田 塁 Rui OTA 教授

都市経済学
大塚 章弘 Akihiro OTSUKA 准教授

サービスビジネス論
鴨志田 晃 Akira KAMOSHIDA 教授

経営管理論
小沢 和彦 Kazuhiko OZAWA 准教授

経営財務
河瀬 宏則 Hironori KAWASE 准教授

情報の経済学
康 聖一 Seongill KANG 教授

財政学
鞠 重鎬 Joongho KOOK 教授

管理会計論
黒木 淳 Makoto KUROKI 准教授

計量経済学
白石 小百合 Sayuri SHIRAISHI 教授

マクロ経済学
中園 善行 Yoshiyuki NAKAZONO 客員准教授

原価計算論
藤﨑 晴彦 Haruhiko FUJISAKI 准教授

会計学原論
三浦 敬 Takashi MIURA 教授

経営組織論
吉永 崇史 Takashi YOSHINAGA 准教授

医療経営論
安川 文朗 Fumiaki YASUKAWA 教授

国際経営論
山藤 竜太郎 Ryutaro YAMAFUJI 准教授

公共経済学
和田 淳一郎 教授Junichiro WADA

※学生の所属は、2018年度以前入学の学部・学系・コース名となっています。

（2020年5月時点）

人的資源管理論
小泉 大輔 Daisuke KOIZUMI 准教授

社会工学
坂口 利裕 Toshihiro SAKAGUCHI 教授

マーケティング論
柴田 典子 Noriko SHIBATA 准教授

金融論
随 清遠 Qingyuan SUI 教授

税務会計論
高橋 隆幸 Takayuki TAKAHASHI 教授

国際会計論
張 櫻馨 Ying-Hsin CHANG 教授

財務諸表分析
中條 祐介 Yusuke NAKAJO 教授

会社法
長畑 周史 Shushi NAGAHATA 准教授

経営情報論
永松 陽明 Akira NAGAMATSU 准教授

ゲーム理論
中村 祐太 Yuta NAKAMURA 講師

YCUの強みは、確かな学びの上に海外経験を積むことができる点です。国内外から学生が
集まり、北海道や沖縄県出身の友人、ベトナム出身のゼミ生等、YCUでの刺激的な出会い
は私の狭い視野を広げてくれました。さらに、専門科目だけでなく心理学や国際関係論と
いった教養科目を通して身に付けた知識は、留学やインターンシップで生かされました。多
様な価値観は摩擦や軋轢も生みますが、そのような複雑な利害の衝突を乗り越えた先にこ
そ、新しい着想が生まれるイノベーションの現場であるということを学びました。今後は国
際社会の課題解決に寄与できる人材として活躍できるよう、学び続けたいです。

3年次後期の時間割の例

国際総合科学部 経営科学系 経済学コース 4年

乃村  真夏 Manatsu Nomura　 香川県立高松西高等学校卒

YCUでの刺激的な出会いが
狭い視野を広げてくれた。

1時限目

2時限目

3時限目

4時限目

5時限目

月

ー

ー

ー

国際経済学Ⅱ

ー

公共経済学

ー

ー

ー

火

ファイナンス理論

金融論Ⅱ

公共選択論

水

計量経済学Ⅱ

ー

木

ー

ー

金

景気循環論

演習Ⅳ

ーテクノロジーマネジメント

ー ー

情報の経済学Ⅱ

ー ー
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■ 4年間の学びのイメージ

■ 6つの履修モデルと4つのクラスター（科目群）

 6つの履修モデル

■ Pick up 授業

自然科学実験Ⅰc

この科目は、理学部で行われる実習のうち、医学部がある福浦キャンパスで医
学部教員が担当する実習で、医理連携教育を象徴する授業です。2 年次に履
修する実習で、人体の構造と機能に関し、人体や動物を用いた実習を行って
生命医科学の基礎知識を身に付けることを目的としています。実習を通して、ヒ
トまたはモデル動物を用いて生命医科学に必要な分子生物学、生理学、薬理
学、病理学的手法を修得し、人体の構造と機能を理解することで3年次以降
の学びがより効率的かつ有効になります。具体的には、薬物を与えたマウスの
行動観察、人体の呼吸器機能の理解、ヒトゲノムを用いた分子生物学実験、
人体の腎臓機能（尿生成機構）の理解、輸血・細胞治療部医師指導による
血液型判定の基礎理解、正常・病理標本の観察実習といった実習を行ってい
ます。

自然科学実験Ⅱa

自然科学実験科目の主眼は、＜ものづくり＞を通して科学的な物質感を実践的に
養うことにあります。すなわちミクロな分子構造を理解しつつ、マクロな量の物質
を正確に扱うことができるよう、“頭”と“手”の両方で物質を理解できることを
目標としています。 ナノテクノロジーや環境調和型の技術開発のためには新規材
料・物質を創製する＜ものづくり＞の技術が大変重要になります。本実験は、
物理的・化学的手法を用いて有機化合物、金属錯体、無機化合物等の合成
やその機能化のための基礎技術を修得することを目的としています。さらに有機
化合物の合成、金属錯体の合成（光合成系を模した光増感型太陽電池の作
成）、金属酸化物の合成とその超伝導等の機能測定を行うことによって、手法
を身に付け、研究室配属後の実験に備えます。

国際協力論
国際開発学
グローバル政治論
国際法Ⅰ
国際法Ⅱ
海洋法
グローバル公共政策論
国際機構論
Global Issues
Learning Global Cooperation 
 in English
International Cooperation 
 in Urban Development
国際人権法
応用言語論
英米言語文化Ａ
英米言語文化Ｂ
翻訳文化論Ａ
翻訳文化論Ｂ
社会言語論Ａ
社会言語論Ｂ
European Culture in English

英語構文研究
都市計画論
都市解析
地域活性化論
都市と暮らし
比較社会システム論
住環境計画論
地方自治論
都市空間形成論
地域ＣＳＲ論
都市デザイン論
参加・協働論
都市財政論
資源循環論
都市防災計画論
不動産マネジメント論
ＣＳＲ実践論
非営利組織論
観光政策論
横浜の都市づくり
労働生活政策論
環境まちづくり論
文化政策論

地域保健医療福祉論
日本の都市計画と都市開発
海外調査実習
専門外国語Ａ（フランス語）
専門外国語Ｂ（フランス語）
専門外国語Ａ（ドイツ語）
専門外国語Ｂ（ドイツ語）
専門外国語Ａ（スペイン語）
専門外国語Ｂ（スペイン語）
専門外国語Ａ（中国語）
専門外国語Ｂ（中国語）
専門外国語Ａ（韓国・朝鮮語）
専門外国語Ｂ（韓国・朝鮮語）
アジア諸言語Ⅰ（タイ語）
アジア諸言語Ⅱ（タイ語）
アジア諸言語Ⅰ（ペルシャ語）
アジア諸言語Ⅱ（ペルシャ語）
医療イノベーション経営管理論
サービス・ビジネス論Ⅰ
サービス・ビジネス論Ⅱ
公会計論
起業家人材論
起業プランニング論

医療経営論
Global Business Administration
Global Business Strategy
Global Organization Theory
Japanese Industry
Japanese Economy
Global Leadership
Global Service Management
Global Human Resource Development
Introductory Accounting Ⅰ
Introductory Accounting Ⅱ
Intermediate Accounting
International Business
Basics of Corporate 
 Analysis and Valuation
Global Innovation Management
Global Marketing
Advanced Topics in Economics
Introduction to IFRSs
民法・物権Ⅰ
民法・物権Ⅱ
民法・債権Ⅰ
民法・債権Ⅱ 

環境法
財務諸表分析Ⅰ
財務諸表分析Ⅱ
経済統計Ⅰ
経済統計Ⅱ
経済政策Ⅰ
経済政策Ⅱ
ミクロ経済学Ⅰ
ミクロ経済学Ⅱ
マクロ経済学Ⅰ
マクロ経済学Ⅱ
行政法Ⅰ
行政法Ⅱ
国際金融論Ⅰ
国際金融論Ⅱ
金融論Ⅰ
金融論Ⅱ
計量経済学Ⅰ
計量経済学Ⅱ
経営財務論
財政学Ⅰ
財政学Ⅱ
公共経済学

コーポレート・ファイナンス
代数学
統計の数理Ⅰ
統計の数理Ⅱ
調査設計論
多変量データ解析
統計モデリングⅠ
統計モデリングⅡ
応用統計学Ⅰ
応用統計学Ⅱ
データマイニング
機械学習
データ可視化法
ビッグデータ解析
計算機統計学
計算機概論
情報理論
アルゴリズム論
数値解析
最適化理論
並列分散処理
臨床研究・疫学入門Ⅰ
臨床研究・疫学入門Ⅱ

医療統計学
計量経済学モデリングＡⅠ
計量経済学モデリングＡⅡ
計量経済学モデリングＢ
金融時系列モデリング
サンプリング法
自然科学モデリング
量子計算モデリング
インターンシップ実習
特講

全学開放科目

物理学系・数学系クラスター 化学系クラスター 生物学系・融合系クラスター 医科学系クラスター

Global Science 理数自主研究Ⅰ 理数自主研究Ⅱ 理数自主研究Ⅲ課題提案型演習Ａ 課題提案型演習Ｂ

総合学修科目群

自然科学実験Ⅰ
自然科学実験Ⅱ

先端科学演習
卒業研究Ⅰ

先端科学実習
卒業研究Ⅱ

卒業論文地球科学実験
生命科学実験

生命機能計測実験
物質計測実験

実験実習科目群 卒業研究関連科目群

量子力学
固体物性
物理学演習
生命物理学

地震学
電子物性
マテリアルデザイン
知覚情報科学

環境毒性学
極限環境生物学
先端植物科学
環境保全学

生命情報科学
創薬分析化学
遺伝子機能科学
先端タンパク質科学

先端科学技術
創薬有機化学
錯体化学
化学反応速度論

量子化学
天然物有機化学
エネルギー変換
動物生理学Ⅱ

細胞工学
資源生物利用学
ゲノム遺伝学
再生発生学

専門発展科目群

■ 理学部専門科目・全学開放科目一覧

1年次 2年次 3年次 4年次

学部の
特長

共通

領域横断

1年次には全員が物理学、化学、生物学の基礎実験を必修で学びます。それに
より、理学全般の基礎的な知識や、必要とされる実験技術をしっかりと修得し、専
門教育にスムーズに移行できる基礎力を養います。2年次以降はさまざまな専門
領域から目的を持って学ぶため、6つの履修モデルを用意し、体系的に学修で

きるようになっています。さらに、各科目は学問領域ごとにグループ化された4つの
クラスター（科目群）を置き、このうち2つを選択して学びます。理学部では3年次
後期に研究室に配属され、専門領域を追求していきます。

領域横断型人材育成プログラム

教養ゼミ/基礎ゼミ

Practical English Advanced Practical English

全学開放科目

共通教養科目

物理、化学、生物に関する基礎知識
と技術を学ぶ

選択した科目群の知識・技能をもと
に高度な専門科目を履修する

専門科目を4つの科目群に分類し、
そのうち2つを選択し、専門性を深める

学修をさらに深化させ、4年間の
集大成として卒業研究を行う

研究室配属

大学院科目の早期履修Global Science

専門実験科目実験技法の修得科目実験の基礎科目

振動と波動
電磁気学
熱力学
地学概説
基礎量子力学
統計力学

基礎生命物理学
地球科学入門
自然科学数学Ａ( 微分方程式 )
自然科学数学Ｂ(フーリエ解析 )
自然科学数学Ｃ( 複素解析 )
自然科学数学Ｄ( ベクトル解析 )

基礎有機化学
基礎無機化学
化学熱力学
分析化学

有機化学
無機化学
溶液化学
先端機器分析化学

細胞生物学
遺伝学
植物生理学Ⅰ
植物生理学Ⅱ
分子生物学
生化学Ⅰ
生化学Ⅱ
微生物学

動物生理学Ⅰ
分子細胞生物学
放射線生物学
糖鎖生物学
タンパク質の構造生物化学
遺伝子の生物化学
構造創薬科学

人体の解剖生理学
脳神経科学
分子細胞医科学
臨床概論・疾病病態学

発生・再生医学
薬理学
生命医科学特別講義

■ 大学院進学を見据えた取組み

物理学で生命現象を解明できる人材

細胞・生体の働きを理解し、
医療関連に応用できる人材

化学で生命現象を解明できる人材 分子・細胞・個体レベルで
生命現象を解き明かせる人材

ゲノム科学、生命科学の推進を通じて、
食料・環境問題解決に貢献できる人材

生体分子の構造と機能を理解し、
創薬に応用できる人材

医学部教員 理学部教員

※履修モデルの具体的な内容は調整中です。

■ 主な科目紹介

基礎量子力学

波動方程式、波動関数の確率的解釈、物理量の
演算子的解釈等量子力学の基本的な概念を学び
ます。加えて、この考え方を１次元の箱型ポテンシャ
ル中の電子、調和振動子、１次元散乱等基本的
な問題に適用しその理解を深めます。また、これら
の問題に対する近似方法のひとつである変分法に
ついても学修します。

講義概要

微生物学

人類は特定の微生物が増殖しやすい環境をつくり
だすことでワインや日本酒、味噌の醸造を古くから
行ってきました。 本講義では、その微生物とはいっ
たいどのような生物なのかを、細胞構造、遺伝
子構造、代謝を比較することで学修します。最
新の研究を交えて学んだ基礎知識を基に、微生
物のあらゆるメカニズムを理解します。

講義概要

薬理学

薬物の作用とその機序について学びます。薬物
の主作用と副作用、および薬物の作用点・作
用メカニズムを理解し、薬物が主作用を通じて
病態に対する改善とヒトの自然治癒力をいかにし
て助長するかを学修します。さらに、基礎薬理
学と分子生命科学の進展に支えられた創薬の
現状と課題についても学修します。

講義概要

学部・大学院の一貫教育
YCU理学部は、学部・大学院の6年一貫教育によ
り、自然科学で世界に貢献し、活躍できる人材を育
成しています。学部教育で修得した物理学、化学、
生物学を基盤とした生命科学に関する基礎知識を
元に、大学院・生命ナノシステム科学研究科、生命
医科学研究科に進学し、更に高度な研究技術の修
得、生理現象を理学的に解明する力を養います。大
学院では、貴重な海外での研究発表の機会として
「国際リトリート」という科目が整えられており、グローバ
ルな研究マインドと世界で通用する研究者としての
実力を養う環境整備が進んでいます。

大学院科目早期履修
3年次を終了した時点で、大学院生命ナノシ
ステム科学研究科もしくは生命医科学研究科
が定める要件を満たした学生が博士前期課程
の開講科目を履修できる制度です。履修を許
可された学生は、学部4年次に早期履修する
ことができます。なお、この制度で修得した大
学院科目の単位は、大学院に進学した場合に
単位認定することができます。本制度を活用
することで、さらに高度な知識を身に付けるこ
とができ、大学院に進学した時に、研究活動
に専念することができます。

理数マスター育成プログラム
将来の科学技術を担う人材育成を目指した理
学部の特別プログラムで、高い研究意欲を
持つ学生を対象に各自の能力向上のための
研究環境を提供します。特徴は、1年次から
学生自らが決めた研究テーマに従い、教員
の個別指導のもとで研究活動に取組みます。
その自主研究の成果を学内の発表会や全国
規模のコンテストであるサイエンス・インカレで
発信すること等により、研究に必要なスキル
や経験を積むことができます。
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天然物合成化学
石川 裕一 Yuichi ISHIKAWA 准教授

物理化学
石元 孝佳 Takayoshi ISHIMOTO 准教授

生命情報科学
池口 満徳 Mitsunori IKEGUCHI 教授

構造生物化学
池上 貴久 Takahisa IKEGAMI 教授

糖鎖生物学
大関 泰裕 Yasuhiro OZEKI 教授

医化学一般
小川 毅彦 Takehiko OGAWA 教授

表面界面物理学
大江 弘晃 Hiroaki OOE 助教

生物有機化学
及川 雅人 Masato OIKAWA 教授

電子物性科学
木下 郁雄 Ikuo KINOSHITA 准教授

植物エピゲノム科学
木下 哲 Tetsu KINOSHITA 教授

理論分子科学
北 幸海 Yukiumi KITA 准教授

構造生物化学
川﨑 博史 Hiroshi KAWASAKI 准教授

構造生物学
坂倉 正義 Masayoshi SAKAKURA 助教

結晶工学
佐々木 俊之 Toshiyuki SASAKI 助教

分子生物学
斎藤 慎太 Shinta SAITO 助教

構造生物化学
小沼 剛 Tsuyoshi KONUMA 助教

植物ホルモン
嶋田 幸久 Yukihisa SHIMADA 教授

分子細胞生物学
鈴木 厚 Atsushi SUZUKI 教授

無機光化学
篠﨑 一英 Kazuteru SHINOZAKI 教授

植物発生生理学
塩田 肇 Hajime SHIOTA 准教授

生理学一般
竹居 光太郎 Kohtaro TAKEI 教授

ナノ材料科学
橘 勝 Masaru TACHIBANA 教授

質量分析
髙山 光男 Mitsuo TAKAYAMA 教授

構造生物化学
高見澤 聡 Satoshi TAKAMIZAWA 教授

物理化学 
野々瀬 真司 Shinji NONOSE 准教授

基礎生物学
朴 三用 Sam-yong PARK 教授

構造生物化学
禾 晃和 Terukazu NOGI 准教授

発生生物学 
仁科 行雄 Yukio NISHINA 准教授

細胞生物学
丸山 大輔 Daisuke MARUYAMA 助教

知覚情報
Ruggero MICHELETTO 教授

物性物理化学
本多 尚 Hisashi HONDA 教授

機能生物化学
藤井 道彦 Michihiko FUJII 教授

固体地球惑星物理学
吉本 和生 Kazuo YOSHIMOTO 教授

免疫生物学
荒谷 康昭 Yasuaki ARATANI 教授

構造生物化学
有田 恭平 Kyohei ARITA 准教授

生物系薬学
足立 典隆 Noritaka ADACHI 教授

構造生物化学
明石 知子 Satoko AKASHI 教授

発生生物学
内山 英穂 Hideho UCHIYAMA 教授

生物物理学
浴本 亨 Toru EKIMOTO 助教

天然物化学
入江 樂 Raku IRIE 助教

植物分子・生理科学
一色 正之 Masayuki ISSHIKI 准教授

分子生物学
古久保 哲朗 Tetsuro KOKUBO 教授

ナノマイクロシステム
小島 伸彦 Nobuhiko KOJIMA 准教授

基礎ゲノム科学 
沓名 伸介 Shinsuke KUTSUNA 准教授

固体地球惑星物理学
金 亜伊 Ahyi KIM 准教授

内分泌学
佐藤 友美 Tomomi SATO 教授

構造生物化学
佐藤 衛 Mamoru SATO 教授

発生生物学 
佐藤 卓也 Takuya SATO 助教

神経科学
佐々木 幸生 Yukio SASAKI 准教授

構造生物化学
高橋 栄夫 Hideo TAKAHASHI 教授

質量分析学
関本 奏子 Kanako SEKIMOTO 准教授

結晶工学
鈴木 凌 Ryo SUZUKI 助教

植物遺伝育種学
坂 智広 Tomohiro BAN 教授

構造生物化学 
東 昌市 Shoichi HIGASHI 教授

構造生物化学
林 郁子 Ikuko HAYASHI 准教授

無機化学 
服部 伸吾 Shingo HATTORI 助教

物性物理学
山田 重樹 Shigeki YAMADA 准教授

表面・ナノ構造物性科学
横山 崇 Takashi YOKOYAMA 教授

環境微生物学
守 次朗 Jiro MORI 助教

構造生物化学
水谷 健二 Kenji MIZUTANI 助教

植物分子・生理科学
中村 郁子 Ayako NAKAMURA 助教

生命情報科学
寺山 慧 Kei TERAYAMA 准教授

生物物理学
J.R.H. TAME 教授

育種学 
辻 寛之 Hiroyuki TSUJI 准教授

生物物理学
谷本 博一 Hirokazu TANIMOTO 准教授

育種学
川浦 香奈子 Kanako KAWAURA 准教授

糖鎖生物学
川崎 ナナ Nana KAWASAKI 教授

環境毒性・微生物学
Robert A. KANALY 教授

遺伝子発現制御科学
片岡 浩介 Kohsuke KATAOKA 准教授

■ 学生の声

YCUのカリキュラムと少人数制が自分に合っていると思い志望しました。有機化学に最も興
味がありましたが、幅広く学んでいく中で無機化学、錯体化学に関しても興味を持つように
なりました。大学で専門的に学んでいくと、化学を理解するためには物理、数学等の知識が
必要で、学問はそれぞれがつながりを深く持っているものであることを実感しました。今後
は大学院進学を前提に、カリキュラムに含まれる実験科目や研究活動を通して技術や知識
も深めたいです。そして将来は創薬研究に携わる研究者を目指しています。

2年次後期の時間割の例

国際総合科学部 理学系 物質科学コース 3年

荻島  瑞希 Mizuki Ogishima　 埼玉県 私立武南高等学校卒

創薬研究に携わる研究者を目指して、
知識や技術のさらなる向上に努めたい。

1時限目

2時限目

3時限目

4時限目

5時限目

月

ー

物質科学ゼミⅡ

無機物質化学

ー

ー

ー

シミュレーション実験

シミュレーション実験

ー

火

基礎量子力学

ー
総合講義

（鎌倉・金沢を知る）

水

ー

ー

木

ー

ー

金

ー

有機物質化学

ー

ー ー

有機物質化学

基礎量子力学 政治学入門

YCUは総合大学であることから、さまざまな視点を持った人がいて、その人々との関わりが
視野を広げることにつながると実感できます。特に教職科目の履修は、自分の価値観を深め
ていくことに大きな影響を与えてくれました。専門では生物学的視点から医療の発展に貢献
したいと考え、分子生物学、主に二重鎖切断の修復についての研究を進めています。ヒトゲ
ノムの解読が完了した今の時代、個人が持ち合わせる遺伝子に最も適した医療の提供が行
われる日が来ると私は信じています。そのような医療の発展に少しでも貢献していくため、
創薬につながる研究を大学院に進学して取組みたいと考えています。

3年次後期の時間割の例

国際総合科学部 理学系 生命環境コース 4年

飯塚  彩乃 Ayano Iizuka　 山形県立酒田西高等学校卒

さまざまな分野の人と協力して
より良い医療の実現を目指したい。

1時限目

2時限目

3時限目

4時限目

5時限目

月

ー

研究活動

生命環境科学

教育制度論b

ー

研究活動

研究活動

研究活動

研究活動

火

研究活動

研究活動

研究活動

水

研究活動

研究活動

木

研究活動

研究活動

金

研究活動

研究活動

環境保全学研究活動

ー ー

研究活動

道徳教育論b 比較憲法

■ 教員一覧

疾患の発症メカニズムや遺伝等の生命の仕組みに興味を持っていたため、先端医科学を学
べるカリキュラムに魅力を感じました。講義に積極的に参加し、その中で興味を持った分野
は、文献や最新の論文に触れることで理解を深めています。また専門学修に留まらず、語学
研修プログラムへの参加や他学系科目の履修により、複眼的な視点を身に付けられるよう努
めています。今後も基礎的な内容を着実に修得し、その後の研究活動を通して先端科学技
術や先進医療についての専門性を高めたいと考えています。将来は人の健康に関わる職に
就き、大学で得た知識や経験を生かして人々の健康寿命を伸ばすことに貢献したいです。

２年次後期の時間割の例

国際総合科学部 理学系 生命医科学コース 3年

吉澤  竜哉 Tatsuya Yoshizawa　 東京都 私立錦城高等学校卒

基礎を着実に修得しながら専門性を高め
人々の健康寿命を延ばすことに貢献したい。

1時限目

2時限目

3時限目

4時限目

5時限目

月

ー

ー

ー

分子細胞医科学

ー

ー

ー

ー

生体高分子構造科学

火

人体の解剖生理学

ー

ー

水

課題探求科目
（健康スポーツ科学）

ー

木

ー

ー

金

ー

ー

ー生命医科学ゼミⅡ

ー 生理人類学

植物生理学Ⅱ

身体科学 生体高分子機能科学

https://www.yokohama-cu.ac.jp/researcher/
各教員の研究内容はこちらでご覧いただけます。 ※学生の所属は、2018年度以前入学の学部・学系・コース名となっています。

（2020年5月時点）
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統計科学
土屋 隆裕 Takahiro TSUCHIYA 教授

教養ゼミ

Advanced Practical English

全学開放科目

共通教養科目

Practical English

■ 4年間の学びのイメージ

1年次 2年次 3年次 4年次

D
S
の
基
盤

文理融合の
マインドを学ぶ
国際通用力・
英語を学ぶ

現場対応力を
身に付ける

D
S
の
専
門

国際社会で
活躍するため
の実践的な
英語や教養
を学ぶ

社会で広く用
いられる DS
を網羅的に
知る

文系+理系のさまざまな科目を履修し、
DS人材となる基礎知識を身に付ける

統計・計算機科学の基礎を学ぶ

DSをどのように社会に応用するか学ぶ

インターンシップ等を通じて、DSの研究に取組む

数学とコンピュータの基礎を学ぶ

前 後

必修科目 選択科目 セットで履修推奨

前 後 前 後 前 後

■ データサイエンス学部専門科目・全学開放科目一覧

地域情報化とまちづくり
ミクロ経済学Ⅰ
ミクロ経済学Ⅱ
経済統計Ⅰ

経済統計Ⅱ
経営財務Ⅰ
経営財務Ⅱ
財務諸表分析Ⅰ

財務諸表分析Ⅱ
経済政策Ⅰ
経済政策Ⅱ
金融論Ⅰ

金融論Ⅱ
財政学Ⅰ
財政学Ⅱ

計量経済学Ⅰ
計量経済学Ⅱ
国際金融論Ⅰ

有機物の化学
周期表の化学
地学概説Ⅰ

自然科学数学Ａ
自然科学数学Ｂ
自然科学数学Ｃ

自然科学数学Ｄ
基礎量子力学
基礎統計力学

国際金融論Ⅱ
公共経済学
電磁気学

計算分子化学
地震学
生命情報科学
特講

自然科学モデリング
量子計算モデリング
代数学
計算機概論
情報理論
数値解析
計算機数理
最適化理論
並列分散処理

計算系
臨床研究・疫学入門Ⅰ
臨床研究・疫学入門Ⅱ
医療統計学

医系
計量経済学モデリング AⅠ
計量経済学モデリング AⅡ
計量経済学モデリング B
金融時系列モデリング
サンプリング法

経済系

全学開放科目

プログラミング演習Ⅰ
プログラミング演習Ⅱ
データ解析演習Ⅰ
データ解析演習Ⅱ

PC操作・演習系
多変量データ解析
統計モデリングⅠ
統計モデリングⅡ
データマイニング
データ可視化法
統計の数理Ⅱ
調査設計論
応用統計学Ⅰ
応用統計学Ⅱ
計算機統計学

統計系
機械学習
ビッグデータ解析
アルゴリズム論
非構造化データ

アルゴリズム系

専門領域演習

線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ
微積分学Ⅰ
微積分学Ⅱ
線形代数学実習Ⅰ
線形代数学実習Ⅱ
微積分学実習Ⅰ
微積分学実習Ⅱ
集合・位相
情報リメディアル
コンピュータ演習
統計の数理Ⅰ
組合せ論

基礎系

専門領域演習Ⅰ 専門領域演習Ⅱ

卒業研究

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅱ

1年次
前 後

2年次
前 後

3年次
前 後

共通

1 年次前期から「線形代数学」や「微積分学」等を学び基礎を固めながら、「デー
タサイエンスセミナー」等を通してデータサイエンスが社会において果たす役割等を
学びます。後期からは「コンピュータ演習」等により計算機を利用した実践的な基
本技術を修得します。また「統計の数理 I」を学び、データサイエンスの基礎をな
す統計学の基礎知識を身に付けます。2 年次以降は、「統計の数理 I」や「プロ

グラミング演習」、「アルゴリズム論」、「多変量データ解析」等のデータサイエンスの
基礎科目を学びつつ、「計量経済学モデリング」や「医療統計学」といった、修得
したデータサイエンスに係る知識や技能を社会展開に応用していくことにシフトしてい
きます。3 年次以降の演習では、企業や官公庁におけるPBLを通じて実践的に学
ぶと共に、それらの成果を卒業研究としてまとめていきます。

■ 基礎から応用、実践的PBLへ

■ データサイエンス学部専門科目 カリキュラムマップ

学
部
の
特
長

統計科学
阿部 貴行 Takayuki ABE 准教授

環境影響評価・環境政策
大西 暁生 Akio ONISHI 教授

計算科学
佐藤 彰洋 Akihiro SATO 教授

環境リスク制御・評価
冨田 誠 Makoto TOMITA 教授

統計科学
岩崎 学 Manabu IWASAKI 特別契約教授

統計科学
小野 陽子 Yoko ONO 准教授

統計科学
田栗 正隆 Masataka TAGURI 教授

情報学基礎理論 
藤田 慎也 Shinya FUJITA 准教授

行動計量
上田 雅夫 Masao UEDA 教授

情報学基礎理論
清見 礼 Masashi KIYOMI 准教授

物理化学
立川 仁典 Masanori TACHIKAWA 教授

知能情報学
山崎 眞見 Masami YAMASAKI 教授

統計科学
汪 金芳 Jinfang WANG 教授

計算機統計学
大草 孝介 Kosuke OKUSA 准教授

多変量解析
小泉 和之 Kazuyuki KOIZUMI 准教授

■ 教員一覧

凡例▶

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
系

統
計
系

（
教
職
）

情報リメディアル コンピュータ演習

線形代数学 Ⅰ 線形代数学 Ⅱ

線形代数学実習 Ⅰ 線形代数学実習 Ⅱ

微積分学 Ⅰ 

集合・位相

微積分学 Ⅱ

統計の数理 Ⅰ 

微積分学実習 I 微積分学実習 Ⅱ

プログラミング演習 Ⅰ プログラミング演習 Ⅱ 計算機数理

情報理論 データベース論 並列分散処理

計算機概論

統計の数理 Ⅱ

代数学
調査設計論

アルゴリズム論

組合せ論

最適化理論 数値解析

応用統計学 Ⅱ

統計モデリング Ⅱ

計算機統計学

データ可視化法

非構造化データ

機械学習

データ解析演習 Ⅱ

ビッグデータ解析

データマイニング

データ解析演習 Ⅰ 

応用統計学 I

統計モデリング I

多変量データ解析

線形代数学 Ⅰ・Ⅱ 微積分学 Ⅰ・Ⅱ  

集合・位相 Ⅰ・Ⅱ 

 専門領域演習 卒業研究

（2020年5月時点）

https://www.yokohama-cu.ac.jp/researcher/
各教員の研究内容はこちらでご覧いただけます。
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統計科学
土屋 隆裕 Takahiro TSUCHIYA 教授

教養ゼミ

Advanced Practical English

全学開放科目

共通教養科目

Practical English

■ 4年間の学びのイメージ

1年次 2年次 3年次 4年次

D
S
の
基
盤

文理融合の
マインドを学ぶ
国際通用力・
英語を学ぶ

現場対応力を
身に付ける

D
S
の
専
門

国際社会で
活躍するため
の実践的な
英語や教養
を学ぶ

社会で広く用
いられる DS
を網羅的に
知る

文系+理系のさまざまな科目を履修し、
DS人材となる基礎知識を身に付ける

統計・計算機科学の基礎を学ぶ

DSをどのように社会に応用するか学ぶ

インターンシップ等を通じて、DSの研究に取組む

数学とコンピュータの基礎を学ぶ

前 後

必修科目 選択科目 セットで履修推奨

前 後 前 後 前 後

■ データサイエンス学部専門科目・全学開放科目一覧

地域情報化とまちづくり
ミクロ経済学Ⅰ
ミクロ経済学Ⅱ
経済統計Ⅰ

経済統計Ⅱ
経営財務Ⅰ
経営財務Ⅱ
財務諸表分析Ⅰ

財務諸表分析Ⅱ
経済政策Ⅰ
経済政策Ⅱ
金融論Ⅰ

金融論Ⅱ
財政学Ⅰ
財政学Ⅱ

計量経済学Ⅰ
計量経済学Ⅱ
国際金融論Ⅰ

有機物の化学
周期表の化学
地学概説Ⅰ

自然科学数学Ａ
自然科学数学Ｂ
自然科学数学Ｃ

自然科学数学Ｄ
基礎量子力学
基礎統計力学

国際金融論Ⅱ
公共経済学
電磁気学

計算分子化学
地震学
生命情報科学
特講

自然科学モデリング
量子計算モデリング
代数学
計算機概論
情報理論
数値解析
計算機数理
最適化理論
並列分散処理

計算系
臨床研究・疫学入門Ⅰ
臨床研究・疫学入門Ⅱ
医療統計学

医系
計量経済学モデリング AⅠ
計量経済学モデリング AⅡ
計量経済学モデリング B
金融時系列モデリング
サンプリング法

経済系

全学開放科目

プログラミング演習Ⅰ
プログラミング演習Ⅱ
データ解析演習Ⅰ
データ解析演習Ⅱ

PC操作・演習系
多変量データ解析
統計モデリングⅠ
統計モデリングⅡ
データマイニング
データ可視化法
統計の数理Ⅱ
調査設計論
応用統計学Ⅰ
応用統計学Ⅱ
計算機統計学

統計系
機械学習
ビッグデータ解析
アルゴリズム論
非構造化データ

アルゴリズム系

専門領域演習

線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ
微積分学Ⅰ
微積分学Ⅱ
線形代数学実習Ⅰ
線形代数学実習Ⅱ
微積分学実習Ⅰ
微積分学実習Ⅱ
集合・位相
情報リメディアル
コンピュータ演習
統計の数理Ⅰ
組合せ論

基礎系

専門領域演習Ⅰ 専門領域演習Ⅱ

卒業研究

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅱ

1年次
前 後

2年次
前 後

3年次
前 後

共通

1 年次前期から「線形代数学」や「微積分学」等を学び基礎を固めながら、「デー
タサイエンスセミナー」等を通してデータサイエンスが社会において果たす役割等を
学びます。後期からは「コンピュータ演習」等により計算機を利用した実践的な基
本技術を修得します。また「統計の数理 I」を学び、データサイエンスの基礎をな
す統計学の基礎知識を身に付けます。2 年次以降は、「統計の数理 I」や「プロ

グラミング演習」、「アルゴリズム論」、「多変量データ解析」等のデータサイエンスの
基礎科目を学びつつ、「計量経済学モデリング」や「医療統計学」といった、修得
したデータサイエンスに係る知識や技能を社会展開に応用していくことにシフトしてい
きます。3 年次以降の演習では、企業や官公庁におけるPBLを通じて実践的に学
ぶと共に、それらの成果を卒業研究としてまとめていきます。

■ 基礎から応用、実践的PBLへ

■ データサイエンス学部専門科目 カリキュラムマップ

学
部
の
特
長

統計科学
阿部 貴行 Takayuki ABE 准教授

環境影響評価・環境政策
大西 暁生 Akio ONISHI 教授

計算科学
佐藤 彰洋 Akihiro SATO 教授

環境リスク制御・評価
冨田 誠 Makoto TOMITA 教授

統計科学
岩崎 学 Manabu IWASAKI 特別契約教授

統計科学
小野 陽子 Yoko ONO 准教授

統計科学
田栗 正隆 Masataka TAGURI 教授

情報学基礎理論 
藤田 慎也 Shinya FUJITA 准教授

行動計量
上田 雅夫 Masao UEDA 教授

情報学基礎理論
清見 礼 Masashi KIYOMI 准教授

物理化学
立川 仁典 Masanori TACHIKAWA 教授

知能情報学
山崎 眞見 Masami YAMASAKI 教授

統計科学
汪 金芳 Jinfang WANG 教授

計算機統計学
大草 孝介 Kosuke OKUSA 准教授

多変量解析
小泉 和之 Kazuyuki KOIZUMI 准教授

■ 教員一覧

凡例▶

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
系

統
計
系

（
教
職
）

情報リメディアル コンピュータ演習

線形代数学 Ⅰ 線形代数学 Ⅱ

線形代数学実習 Ⅰ 線形代数学実習 Ⅱ

微積分学 Ⅰ 

集合・位相

微積分学 Ⅱ

統計の数理 Ⅰ 

微積分学実習 I 微積分学実習 Ⅱ

プログラミング演習 Ⅰ プログラミング演習 Ⅱ 計算機数理

情報理論 データベース論 並列分散処理

計算機概論

統計の数理 Ⅱ

代数学
調査設計論

アルゴリズム論

組合せ論

最適化理論 数値解析

応用統計学 Ⅱ

統計モデリング Ⅱ

計算機統計学

データ可視化法

非構造化データ

機械学習

データ解析演習 Ⅱ

ビッグデータ解析

データマイニング

データ解析演習 Ⅰ 

応用統計学 I

統計モデリング I

多変量データ解析

線形代数学 Ⅰ・Ⅱ 微積分学 Ⅰ・Ⅱ  

集合・位相 Ⅰ・Ⅱ 

 専門領域演習 卒業研究

（2020年5月時点）

https://www.yokohama-cu.ac.jp/researcher/
各教員の研究内容はこちらでご覧いただけます。
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